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1　目　的

　第一報1，において農村部（群馬県中之条町，夷野県更

埴市）と都市部（愛育病院産科外来）について研究対象

妊婦の家庭環境，妊娠・分娩の経過・栄養のとり方など

を比較した。

　今回は同一対象についてさらに出生児の栄養法別に集

計し，母乳栄養がどのような条件において，より多く行

なわれるかを検射した。

2　研究方法

1）対象地区

　農村部　群馬県　　81例

　　　　　長野県　　79例

　都市部　愛育病院　75例

12）調査期間

　昭和46年4月～47年8月
3）研究方法については第1報11に詳述した，レ

3　研究結果

　栄養法別比率は第1報に詳述したが・生後1カ月目に

おける本対象児の栄養法は，昭和45年発表の厚生省値に

比較するといずれの地区でも母乳栄養が多く，人工栄養

．が少ない。殊に群馬地区は著るしく母乳栄養が多かっ

た。

　以下これら栄養法と家族構成特にしゅうと，姑との同

居と核家族。母親の学歴。母性意識。妊娠経過等との関

係について検討するo

　1）対象家庭を核家族と同居家族にわけて母乳栄養が

何れの家庭に多いかを調べてみた。

　核家族については妊娠5，6カ月の時点で，夫婦のみ

の家庭をAとし，夫婦と子供のある家庭をBとした。同・

居家族はしゅうと，姑またはその何れかと同居している

もので，他に夫の弟妹あるいは祖父母のいる場合もあ

るo

　その他についてはしゅうと，姑のいない家庭で央婦，

子供以外の家族との同居の場合である。

　家族構成を以上の4づに分類して，・生後1カ月目の児

の栄養法との関係をみると第1表の通りになる。

　群馬一母乳栄養と人工栄養との割合を核家族AとBに

おいて比較してみると，Aでは母乳栄養が人工栄養の8

倍，Bでは5倍で明らかに子供のある家庭における母乳

栄養は少ない。

　次に同居家族とAとを比較すれば，同居家族の母乳栄

養は人工栄養の約7倍なので，ややAが上廻ってい多。』

したがって母乳栄養の多いものはA，同居，Bの順序に

なる。

　長野一同様に核家族AとBとを比較すれぱ，阜では母

乳栄養溝人工栄養ゐ2．7倍に対し，Bでは％にしかすぎ

ないので，Aに母乳栄養が多い。次に同居家族では母乳

栄養は人工栄養の1．8倍なので，やや核家族Aの母乳が

優勢である。したがって群馬と同様傷同居B・の順に

なる。

　愛育一核家族AとBとの比較では農村同様Aに母乳栄

養の家庭が多く，同居家族とAを比較すれば，Aでは母

乳と人工の比が3・1＝1であるのに対し，．同居家族では
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第1衷　家族構成と乳児栄肇法

対象地区 群 馬 長 野 愛 育

家族構成 ド

栄尾法

核　　家　　族　A 26
鋳
27 ．8 15 53 27 29

3Q、 53 30 17

核　家　族 B一・
16
』50・

／』』一』

　40『
io・臼
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』’ 1
　56㌧ 一33一 32”37

41 22

42 67 24 9 5年 47 2τ 26　』 12 42 25 33

そ　　　の　　　他 3 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

総 計
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人　総数　母　混
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　％　　例　　％　　％　　％

794431125
74　　　　45　　　　34　　　　21

A　l夫婦のみ（妊娠5・6カ月調査時点において）

B：夫婦と子供（　　　　　〃　　　　　）

第2衰　母親の学摩別乳児栄養法比率

愛 育
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短　　大・

高

中

そ の

卒 0
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1。3：1となっているので，明らがにAに母乳栄養が多

く・またBではL51工とな6ている㊨で，値ふに同居

家族よ’ ヒ廻らているといえようか。しながって核家族

A，B，同居家族の順序であるo

　最初われわれは姑と㊨同居が母乳栄養の確立に役立づ

のではないかと考えていたが，農村1都市ともに逆の傾

向を示し，夫婦のみの核家族に母乳栄養が最も多く，特

に都市においてはその傾向が強かった。

　しかヤ子供のあ愚稼家族で曝，．農村に茜いては同居家

桝軽廻り部畔油て雌魁こ拠づ窃た・
　陽川斥2，昏は家灘成と母乳栄養には関係がなレ～こ

とを報告レてレ、るが♪われわれの調査では核家族を夫婦

のみと1夫婦rと子供のある家庭とに分けたことじ生後1

カ月までの追跡調査であること等によ6て異なる結果が

出たのでは塗いかと思われる。

　次にこれらの結果は何奪物藷っているであろうか，同

堀による精神的緊張，あるいは不満，都市においては特

に住宅事情によるプライバシーを保つヒとの困難性等が

あげられよう。

　また家庭における老人の座の軽裸と劣もに・育児にお

いても姑の経験が重んぜられなくなっできたことなども

考えられるのではなかろうか。

　しかし同じ核家族でも，子供がある揚合には1母乳栄

養は著るしく低下する。長野ではその傾向が特に著るし

かったが・育児の多忙さが主婦専業者の少ない農村では

都市以上に母乳栄養の確立の陳害になるのかも知れな

い0

　2）母親の学歴と乳児栄養法．
　働親の学歴が乳児栄養法とどのような関係莚あるかを

みると第2表のようになる。r

群馬，長野では大部分が商卒および中卒で占あられて

いる。

群馬＝商卒より中卒のほうが遙かに母乳栄養が多く，’

偲乳栄養80％にのぽり，人工栄養は5％にすぎない。’

卒では母乳栄養55％，人工栄養は廻％であった。

長野一群馬同様に，高卒より中卒に母乳栄養が多かっ
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第3表　妊娠9カ月に衷明した予定の乳児栄養法（愛育）

　　　　　　　　　　　　実行した栄養法
　妊娠9カ月

鋸建撚鱒鯉混合 一人工
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第4衷　母乳栄養を撰択した理由声

理由
学歴別

‘子供の｛藤をこよいと思う

自然だから

母と子の愛情が深めら
るから

経済的だから　

頭脳がよくなるから

手がかからないから

大卒伽短六卒的高卒㈲

実 ％ 実 ％ 実 ％

14 52 8 5 ：し5 52

8 30 3 19 6 21

5 19 ブ 44 6 21

5 19 3 19 2 7

0 0 0 0

2 ・7 3 19 3 10

たが・42・5296とその差は少なかった占群馬に’くらべて

人≠栄養の多いのが目立らた。

　愛育一大卒，短大卒，高卒の母乳栄養比はそれぞれ

48， 31，48％。 人エ栄養比は15，31，21％で乳児栄養法

と学歴の問には一定の関係はみられなカ》った。

　アメリカでは最近学麗の高い階層』また社会階層的に

上流クラスに母乳栄養が多くなりつつあるごとが報告さ

れているが，農村ではむしろ従来いわれてきた・ように学

歴の低い階層に母乳栄養がみられたo、これらについては

地域および家庭の経済問題と合わせて考えてみなければ

ならない課題であると思われる。

　また対象妊婦に比較的大卒者の多い愛育病院め調査結

果にも学歴め高いもφに母乳栄養麟多いという傾向猿あ

らわれていなふっ允。・ これは今回の都市対象者はすべて

愛舗院で指凝鄭桐醸に母乳栄御弐す勉られ・
、ているのであるから，当然といえば当然であるかも知れ

ないo　． 1　”・　 自

（1）、学歴別に纏騨爆うの闘軽度・
　大卒，短大奉の影較的多い愛育につ匪て，妊娠9』力消

め喩醸いて獺廉出轍の予定の燃灘第陳
の通『りであったo

　すなわち，大卒，短大卒，高卒の各群ども母乳栄養と

混合栄養が大体2対1の此率で選ばれており，三群φ間

にぼとんど開きはながうた♂混合栄養を選んだものの大

部分はすでに第一子ゐrときに働乳不足㊨経験があったも

のである51

次駄卒で脚繰準選ん郊解鮒帆 ．肇墜

僻乳栄獅哺鶴や郁囎59郷・始めの卿1紬
かかわらず混合または人工になったもめほ29， i2弘ど勘

っ七いた。1

　混合栄難脚榔嬢つレ｝軍56％力演際に混合栄
養で斑乳だけで飼甫育でき たものが33％みられた。、＿．

短大鞭は母麟灘選耀中プ40％が宰際鵬騨
養を実行でき5・残りは混合‘人工共30％で同率であらた。

畔駕同騨レ巡轡欝母乳栄養準施ゴ卿
は混合，人工が半数づつを占めていた。

　海合を琢んだもφでは・母乳と同率り鯛％解混合で・

さ主になっ描の脚ゆ刎陣つた♂
　場上総合すれ鵬、姫娠9労月の時点で母乳栄養を璽ん

だものの中，予定通：り実施出来たものは大卒59％，姫大

卒4ρ％，高麟3％驚つだ乙レかレ譲は雌御．カ月

の時点での児の栄肇洗なの酒～さらに月齢び準め騨準劣

すると患われるし，、初数も少ゼので早急な結論はきけ売

いo

（2瞬乳栄潭堺択睦ものについて・・その理霞雌

4表の通りである。六卒1 短大卒・高卒何れ夢場合府も

「子供の健康に よいと思う」というのが第 1位を占め30～

嫉で，第2伽r母乳湘然である力射と輝騨
であった。しかし短大卒には「母と子の愛情が深められ

，るから」とするのが第琴位になっていたが，．こ為峠ある1

嚇戦時代にこのよ独こと轍わったか鯵も魎
妙。誠r母乳醗済的飾砂ら酵する糟力演
：卒より．も大卒に多いの寡いわゆる常曄とは逆の数字のよ

うで，考えさう士られる問題であろう．o”1

’、3）妊娠516カ月およぴ9カ月における妊婦ρ蘇

「状態と乳児栄養法　
、＿． ＿ ＿r＿＿＿、一r＿一一
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第5衰A　妊娠5・6カ月時における健康状態

第10集

生後1カ月の栄監
法 母 乳 混 合 入 工

地域別
群馬　長野　愛育　　計　　群馬　長野　愛育　　計　　群馬　長野　　愛育　　　計

妊娠5～6ヵ
時における
康状態
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第5衰B　妊娠9カ月時における健康状態

生後エカ月の栄’
法

地域別

母 乳 混 合 人 工

轟蒜実1，鐸叢．ll，識鵬舞実1，
妊娠9カ月時良4819128
における健康
状態　　 不良5　97

禦黙蹴覇lll：IIll鷲 85　10　63

15　6　37

34　79

9　21

計
1531…

健内 病気がち 0 1 1 2 0 0 0 0 0 0 2 2
嚢訳

健康がすぐれなレ、 4 5 2 1工 3 4 2 9 0 2 0
態 つかれ 1 工 2 4 0 2 0 2 0 0 2 2
不良

その他 1 1 2 4 0 2 3 5 0 1 2 3
の

351・・1331・・1・2・1…12111・・図…125！…17・1・・d711・・12・1・・1・61・・

計　6目8U7　21目3同5口161・316

叫お1…

gI

第6表　妊娠中の経過及び分娩の状態と乳児栄養法 （○一正常　×一異常）

膿過晦の姻　群　　馬　　長　　野1　　　　　　　愛1 育

妊　　娠
総数例母　％混　％人　％総数例母　％混　％人　％総数例母　％混　％人　錫

OOX× ○○○○ 20

5315

27

9618

27

109

14

043

10

9415

12

73工4

946829 20

0515

14

4115

18

0317

12

2024

32

2018

1常の灘　8もの　×

0 23 43 11 14 8 20 10 12 12 18

総　　　　計　　　　81
100 100 工00 79 100 100 100 74 100 100 100
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第7衷A　妊娠5・6カ月の食欲

地 群 馬 畏 野 愛 育
勘　　L一　［　　榊

1

文「縣総 数 母 混 人 総　　数 母 混 人　　総　　数 母 混　人　一

釦
実釧％ ％ ％ ％ 顯例移 ％ ％ ％　実数例　％ ％ ％ ％

食欲がある

　　通

欲がない

　　　ら

　の　他

30

9471

37

8591

41

5482

24

6550

43

414290

31

6930

39

61140

34

61460

29

4

13

0

60

5500

33

4520

44

46

42

6660

36

6800

63

1600

計
81 100 100 100 100 榊蜘 工00

100
一74 ・100

100 100100

食欲がある

普　 通

食欲がない

む　　 ら

その他

30　　　　37　　　　41　　　　24
43 31

39　48　45　66　14　36
4　　5　　4　　5　14　　9

7　　9　　8　　5　29　　3

1　　1　　2　　0　　0　　0

39 34

46　　46

11　　14

4　　6

0　　0

79　　　100　　　100

第7表B　妊娠9カ月の食欲

地区1 群 馬 長 野　1愛 育
1

栄　　　総　　数 母 混弘 人　　総　　数 母％ 混％ 人　　総　　数 母 混

食　　実釧％ ％ 喉継 ％翻％ 1％ 1％ 1
食欲がある

普　　通

食欲がない

む　　 ら

その他

計

例
37　　　46　　　45　　　38　　　71

33　　　　41　　　　43　　　　38　　　　29

6　　7　　6　14　　0

5　　6　　6　10　　0

0　　0　　0　　0　　0

8工　100　100　100　100

例
16　・20

　　　　　　例
29　12　15　24　33　36　2438

48　　　61　　　54　　　71　　　60

12　　　15　　　11　　　17　　　20

39　53　 43　6456
6　　8　　9　　8　6

2　3　6　0　0　4　5　12　0　0
1　1　0　0　5　1　1　0　4　0

79　100　エ00　100　100　74　100　100100100

妊娠5，6カ月および9カ月の時点における健康状態

を良， 不良にわけてみてみた。不良としたものは風邪，

下痢，頭痛，つかれ等何らかの症状・ または翫えのあっ

たものである。

群馬では健康状態の良好なものは混合群に最も多く，

38ヲ6で全体のκ強，次いで母乳，人工栄饗の順で・34・

29％と三者の問に大きな開きはなかった。

長野，愛育では逆に混合群が最も健康状態良好なもの

が少なく，13，16％で人工群は愛育，長野とも混合群の

約2倍程良好なものが多い。母乳群はその中問で長野

17％，愛育27％となっていた9

　また母乳，混合，人工とも畏野地区が最も健康状態良

好なものが少ない。

　妊娠9カ月では，各群とも健康状態良好なものが大部

分を占め，群馬では86％以上のものが，長野，愛育では

それぞれ67～85％，63～88％が良好であった。

長野，群馬では良好なものは人工，母乳，混合の順に

多く，愛育では母乳，混合，人工の順に多かった。

以上各期各地区を通じて必らずしも母乳栄養群渉健康

状態が良好という結果はみられなかったが，群馬地区に

は入工栄養が著るしく少ないので， さらに例数をふやし

て検討を加えなければならない。

　次に健康状態不良の内訳をみると各地区・各群とも最

も多いのはrつかれ」で，5， 6カ月では’群馬40～62

％，長野53～81％，愛育79～82％となっており・愛育焼

最も疲れの翫えが多かった。

　次にあげられたのは群馬では風邪23～60％ン畏野では

風邪または頭痛で19～40％， 愛育では13～18％となって

おり，風邪または頭痛は農村に多かった。つかれを琳え

るものが都市に多かったのは，今回のような質問紙法に

よる調査では“っかれ”の衷現があいまいで主観的な要

素に左右されやすいために農村の嫌人は都市の婦入に』く
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第8表A　妊娠5～6カ月の睡眠時問

日本総合愛育研究所紀要 第10集’

（総数の例数以外は％）

地　　区 群 馬

颪謙「翻可司
長 野 愛 育

睡眠時倉＼　く例）　（％）1 蝕晒

1∫垢1〈 1（例）（％）1繊1 混1人1（例）翫）母 混 人

l　　I I　　I I　　l　　I・　I　　i　　I　　I　　l
7時閲未　　　　　　0　　α　　0

7～8　　17　21　13　3・

8～9

9以上

ol

40
241

　1

49　　25　　12
3。1156
1　　　1

人　総　数　母　混　人　総

0　31　4　2　0　1

1　27　34　13　8　6
3　　38

3　　11

48　　16　　13　　9141

14i

数

　　　o　o　ol　O273714914
293913611。

3　4　18　24　6　10　2
計 81　ユ00　53　21　7　79　100　35 24！2Q741。。3325．16

　』

第8衷B妊娠9カ月の睡眠時間 （総数の例数以外は％）

地　区 群 馬 長 野 愛
、育

．講 総（例） 数（％）

母　　混 人
総（例） 数（％）

母 混 人
総（例） 数（％）

母　混 人

T　　　　　　　　　　　　　　 』　　　甲　｝　　　　　■r

＄四9

9以上

記入

　1

146

32

0

．．ρ．1

4　　　2

19　　12

0　　6

0　　　0

01600

　2

25

33435　

28

2　 　0

2　　　7

3　　8

　　10

　0

計
81 100

53　　2工 7 79 100 35 241 20 74 100 斜％ 16

．ら飛てそ爾表現がうちわな場合湊多いためかも知れな

いo 』
　妊娠9カ月辱は健康疹勃』ぐれない1つかれ等の誘えは

少なく，長野の母乳群の中，「健康がすぐれない」5名

が最も高く・他の群では2～3名程度にすぎなかったd

　次に健康状態の良好なもの，自覚症のなレ・ものを，正

常とし・つかれ・頭痛・ひどい便秘等何らかの自覚症を

覚えるもの，風邪，下痢，貧血等病気のあるものを合わ

せて異常として妊娠経過を追跡してみた。一その結果は第

6表の通りであるo

　妊娠中一分娩をも含めて正常であったものは愛育，長

野ともに人工群に多く』群馬では母乳，混合群に多かっ

た。

しかし妊娠5 ～6一カ月に問題があっても，9カ月時の

調査において正常と答えたもめは母乳，混合群に多ぐ，

人工群に少なかった。一

　また分娩時に異常のあったものは人工群に多かった。

殊に群馬では分娩時の異常は母乳群には全くなからたの

に対し，1人工群では7人の中3人が異常分娩であった。

　14）』食欲

　妊娠中の食欲について次の4段階に分けて集計すれぱ

第7表Al　Bのようである。

　①食欲がある。②普通。③食欲がない。④むら

　喰欲力1なレ’」rむ句等食欲に問題のあるものについ

てみれば，妊娠5，6カ月では長野，愛育ともに母乳群

に多く，それぞれ20，12％を占め，人工群は最も少なく

て5，6％となっていた。

　妊娠9カ月でも大体同様の傾向を示した。

　群馬では人工栄養にこの比率が高くなっているが，7

例しかないので比較出来にくい。

　「食欲がある」「普通」等正常な食欲をもっているもの

について，三地区それぞれの平均値は5う6カ月時で群1

馬，長野ともに85％，愛育90％となづており∫9カ月の

時点では群馬87ジ長野81，愛育88％で三地区の間に大き

な開きはないが，愛育はやや高く，長野は低い傾向があ

った。

　以上総合すれば£2回目の調査では各地区とも80％以

上のものが食欲に間題がなかった。

一232＿
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山内他：児の栄養方法と愚体の出牽前後の諸条件の関係

　また食欲に問題のある比率は母乳群がやや高い傾向を

示した。

　食欲の評価は多分に主観的な要素が入るので，客緯的

な判斯はむず冷しン導とも考えられ1る。』 ．．

　二5）睡眠時間に？いて，1．

題5・1 6規り睡麟騨7禰時間のもマ）柳弩
すなわち群馬～・長野・ r愛育それぞ晒7Pl・串2・、76飾とな？

てい荏。残りはほとんどが9時間以上で，7時間末満の

ものは長野に3名あっ趣りで南る・7～8時問睡眠の

ものは都市に多弘8～9時間のも伶け農村に多い。レ

かし9時問映ヒ睡眠峯と多ものが群馬30，長野1舎愛育

聯となって喝ので・群馬は愛育よ蠣眠時問り畏い

ものが多いことになるg、　　 　　マ　ピ　 』　 イ

　妊娠9カ月では7甲9時間睡眠のも㊨は群馬長野，

愛育熱ぞれ67・・78・69％で前叫りやや下鋤・9時

間以上が僅かに増加していた。

　7時間未満のものが群馬1，長野先　愛育2例あっ

た。

　乳児栄養法と睡眠時間の間には一定の関係はみられな

かウた。これはほとんどの妊婦が十分に睡眠をとってお

り，特に睡眠不足の心配がなかったためと考えられる。

　6）昼寝について
　群馬と長野では昼寝の回数にあまり差異が認められな

かったので♪両者を平均して農村とした。

　昼寝の回数は第9表のように，全く昼寝をしないもの

は5～6カ月では農村は栄養法の別なく60％前後，都市

では母乳群45％で，しないもの溝母乳群に多かった。9

カ月の時点での調査は都市では逆に母乳群が18％，入エ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ群44％で母乳群が少なくなっていたが，農村では入工15，

第9表　昼寝の回数（％）

農　　村 都　　　市

母乳i混合人工 母乳 混合 入工

妊娠5～6カ月

時　々

　明

計

　0　　　　61．4　　60．0　　59，3

～2　　　27．2　　26．7　　33．3

以上　5・7　1L1　7・4
5，7　2．2　　0

0　　　0　　　0

00．0100．0100．0

45．4

9．4

．1

．1

36．0

8．0

．0

．0

．0

00．0

31．3

2．5

．2

姪娠9カ月

　0

～2

以上

　々

　明

計

34．1

3．4

2．5

48．9　14．8

1、1　11．1

7．8　44．5

0　25．9

2．2　3．7

00．0100．0

18．2

4．6

4．2

28．0

4．0

．0

44．0

7．0

9．0

混合49％となって，昼繧をし参いものはくエ群参最も少

なく海合群潜母も多かった。

　昼寝と児の栄養法の間には特別の関係ばみ、軽れな耕っ

たがゴ 着れは夜問の睡眠が十分とれてヤ、蚤もの疹多いた

めであううと考えられる∈． 』』、』． 　㌧・・ 下、〆

4　 結論－一
　　　　　　　　7’…　 』1唱∵1

ン臼1・lr』

　妊産婦に対する栄養指導の指針を得る摩凄に軟また母

乳栄養の増加を｝ホかる痒めに£昭和46ry47年に実地レた

群馬県中之条町81例六畏野県更埴市79例， 愛育病院75例

について妊賑5』臥6カ月，9カ月，および産後1力犀の

前後において従断調査を実施したo

・今向は対象者を栄養法別にわけて，家庭環境， 学歴，

母性意識，妊娠中の健康状態，．食欲等について乳児栄養

法との関係を検貫寸したg』：

　その結果は次の通亘であうる．

　1）母乳栄養について
　①夫婦のみの核家族，②子供のある核家族，③しゅう

と，姑との同居家族の三群について比鞍した。都市農村

ともに，夫婦のみの核家族に母乳栄養が多かった。子供

のある核家族の母乳栄養の比率は夫婦のみの家族よりは

少なく，農村では同居家族の母乳栄養よ堕も下廻った。

　2）母親の学歴と毎乳栄養

　母親の学歴と乳児栄養法との関係を検討した処，中卒

が高卒より母乳栄養が多かった。

　大卒，短大卒，高卒と母乳栄養の問には特別な関係は

みられなかった。

　母乳栄農で育てたいと表明した母親力㍉母乳を撰んだ

理由はr子供の健康によいと思う」が第1位を占め30～

40％，第2｛立は「母乳は自然であるから』というもので

あった。

　しかし短大卒ではr母と子の愛情が深められるから」

という心情的な理由が第2位であった。

　3）妊娠中の健康状態と母乳巣養の関係

　嫌物健康状態の良好なものは妊娠5’6カ月では

群馬，長野，愛育それぞれ33，玲，25％で％またはそれ

以上の者が何らかの訴えをもっていた。しかし妊娠9カ

月の時点では群馬92，畏野，愛育共77％のもの炉健康状

態が良好であった。そして母乳栄養と健康状態の間には

特別の関係はなかった。

　健康状態不良の内訳は各群ともつかれが最も多く，こ

の訴えは農村より都市のほうが多く，風邪，頭痛等は都

市より農村のほうが多かった。

　また分娩時に異常のあったものは人工群に多かうえ。

　4）食欲と母穿L栄養

，一、 33一
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　「食欲がない」「むら」等食欲に問題のあるものは5（・

6カ月，9カ月ともに群馬を除けば母乳群に多く，人工

群は少なかった。

　r食欲がある」「普通」等正常な食欲をもっているもの

は，地区別にみれば愛育に多く（90～88％〉長野がやや

劣って（85～81％）いた。しかし食欲に問題のあるもの

は各群平均15％前後で，長野の18％が最高であった。

　5）睡眠時間

　対象妊婦の睡眠時間は7～9時間が最も多く，％を占

め残りが9時間以上であった。7時間未満のものは群馬

1，長野4，愛育2例あったきりである。

　6）昼寝
　昼寝を全くしないものは5～6カ月で農村約60％，都

市31～4596で，農村が多かった。

　栄養法と睡眠時間および昼寝との関係はみられなかっ

たが・これは夜間の睡曉が十分とれているためであろう

第1喚

と考えられる。

　乳児栄養法と食事の閲係は第3報にまとめて報告す

る。

　　　　　　　　　　　　　郵
　この調査に長期間にわたって終始御協力いただきまし

た中之条保健所長後藤敬子殿， 線錘婦長荒井さだ殿はじ

め管内菌建婦の方々・更埴市役所の中村コスイ保健婦長

始め保健婦の皆様および愛育班員の方々に厚く御礼申し　㌧

上げます。
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